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2023年度INTA年次総会inシンガポール

１．はじめに
2023年５月16日から20日に、シンガポール

で International Trademark Association
（INTA:国際商標協会）の年次総会「2023 
Annual Meeting Live+」が開催されました。
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
より、2020年度から開催が見送られており、
対面での大規模な年次総会としては３年ぶり
の開催となりました。当事務所からは、弁理
士・弁護士併せて９名が参加し、私は今回が
初参加となりました。

INTAの年次総会は、主として米国で開催
され、数年に１度は米国外で開催されます。
今回はシンガポールでしたが、次回2024年は
米国のアトランタ、その２年後の2026年は、
ドバイでの開催が予定されているようです。

INTAには商標案件を扱う弁理士・弁護士
やインハウスカウンセルが世界中から集結し
ます。今回の参加登録者数は8000人を超えた
と発表されていましたが、例年、参加登録せ
ずに参加する人も大勢いるようです。INTA
年次総会では、５日間にわたって、様々な公
式の会議、発表やブース展示などのイベント
が開催されます。もっとも、INTAに参加す

海外知財アップデート

る人のほとんどの目的は、世界中から集まる
商標関係者間でのネットワーキングにありま
す。

２．INTAでの過ごし方
INTA総会が近くなると、各国の依頼者や

弁理士・弁護士事務所から、現地でのミーテ
ィングの依頼や、レセプションの招待が届く
ようになります。この頃になると、海外の依
頼者や代理人との間では、「あなたはシンガ
ポールには行くのか」、「シンガポールで会お
う」といったやりとりが頻出します。

INTA総会期間中は、各ブランドは、世界
各国の代理人を集めたカウンセルミーティン
グや、各国の代理人との個別のミーティング
や会食を行います。また、各国の弁理士・弁
護士間でのミーティングや会食も数多く開催
されます。夜には様々なブランドや事務所が
レセプションを主催し、会場には、多くの参
加者が集まります。INTA総会開催期間中
は、メイン会場があるマリーナベイ・サンズ
のコンベンションセンターだけでなく、近隣
のホテルのロビー、カフェ、レストランなど
あらゆる場所で、朝から晩まで、INTA参加
者が集まっている姿を目にします。カウンセ
ルミーティングなど、アジェンダがきっちり
と決まっているミーティングもありますが、
多くのミーティングや会食は、特にテーマが
決まっていません。情報交換や、最近の商標
制度の改正状況や実務運用、裁判例などを話
すことが多いですが、なかにはただ雑談をし
て終わるようなものも少なくありません。な
お、当事務所から参加したメンバーはいずれ
も朝から晩まで様々なミーティングの予定が
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のリハーサルがオンラインで行われました。
スピーカー同士はほとんどがお互い初対面の
関係でしたが、当日のセッションが終わった
後には、緊張の糸が切れたように皆が饒舌に
なり、会場の屋上で行われた打上げでは、長
年の友人であったかのような一体感が生まれ
ていました。

４．終わりに
短期間に世界中から大勢の商標関係者の集

まるイベントでしたが、大きなトラブルなく
終了することができたようです。INTAで
は、初対面の人も旧知の人も、定番のあいさ
つは「ついに対面で会えたね。」というもの
でした。多くの参加者が、４年を経て、外国
の依頼者、同業者と、対面でのコミュニケー
ションを行うことができるようになった状況
を、心から楽しんでいるようでした。

入っていましたが、参加者によってはあまり
予定を入れずに、のんびりと滞在を楽しむ人
もいるそうです。

３．パネルディスカッション「AIとブラン
ド」
私は、INTA総会の公式イベントへは、あ

まり参加する時間がありませんでしたが、
INTA総会で開催されるパネルディスカッシ
ョンにスピーカーとして参加する機会を頂く
ことができました。パネルディスカッション
の タ イ ト ル は「Welcome to the Future: 
Emerging IP Issues Relating to AI and Its 
Impact on Brands」というもので “AIとブ
ランド”をテーマにするものでした。モデレ
ーターである米国の弁護士、米国のヘルスケ
ア関連会社のインハウスカウンセル、オラン
ダの弁理士、イスラエルのゲーム会社のイン
ハウスカウンセル、そして日本の弁護士であ
る私の５人で、AIがブランド保護に及ぼす
影響について議論するというものでした。
AIが自動生成する推奨広告における広告主
やAI開発者の責任や、AIの誤認混同の商標
法上の評価、企業が業務に生成AIを導入す
る際にどのような点に留意すべきか、など
様々な点が議論されました。“AIとブラン
ド”というほとんど議論がないテーマであ
り、また、スピーカーの取扱業務が、それぞ
れ異なるため、事前に、２度の打合せと２度
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